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　保護者との面談は、学校の年間計画
に則って実施する場合と、必要に応じ
て臨時に実施する場合があります。内
容によっては、当該の子どもが同席す
ることもあります。
　個人面談は通常学校の教育計画にも
とづいて行われますが、保護者からの
求めに応じて実施されることもありま
す。二学期制の学校では、７月や１２
月、夏休みなどに行われています。い
ずれにおいても、教師が実施のねらい
をしっかりもって行うようにします。
　面談の内容は、学校での学習や生活
の様子、学習の成績、子どもの人間関
係、家庭での様子などじつに多岐にわ
たります。子どもの問題行動が話題に
なることもあります。
　個人面談は、教室や「相談室」で行

われます。保護者の多くは、当日学校
に緊張してやって来ます。不安感を
もっている場合も少なくありません。
こうした心理状態であることを理解し、
リラックスした雰囲気をつくり出すよ
うにします。誠意をもって接すること
が何より重要です。

　保護者に話すときには、話の根拠と
なる資料を整えておきます。それらは
できるだけ保護者に公開できるものが
よいでしょう。
　例えば学習の様子について話題にす
るとき、発言の内容や作品などを示し
ながら、授業中に活躍した様子を具体
的に紹介します。成績については数値
で示すと、説得力があります。思いつ
きや印象で話すことは禁物です。
　面談では、進歩の様子や努力の成果

など、子どもの成長の様子を
具体的に説明します。わが子
のよさを褒められて、悪い気
持ちをもつ人はいません。む
しろ担任に対して好意的な関
係が生まれるでしょう。課題
や改善事項を伝える場合にも、
事実にもとづいて話し、納得

してもらえるように努力します。
　教師が一方的に話すだけでなく、保
護者の疑問や質問に答えることも大切
です。その場で答えられることには誠
意をもって対応します。時には、学校
や担任に対して「苦情や要望」が出さ
れることもあります。それらを担任に
対する願いや期待として受けとめる度
量も必要です。

　面談しているときは、必要最低限の
ことをメモします。書くことに追われ
て、相手と目が合わない状態が続くこ
とは望ましくありません。面談内容の
詳細は、面談後に記録します。
　学校に対する「苦情や要望」につい
ては、校長や教頭に報告します。面談
の場で即答できないことは、後日回答
する旨約束します。学年で話し合った
り、教頭などと相談したりして、回答
します。内容によっては、学年主任や
教頭が同席する場合もあります。
　面談内容の多くは、個人のプライバ
シーにかかわることです。知りえた情
報に対して守秘義務が伴うことはいう
までもありません。記録した用紙など
は厳密に管理します。

■保護者との個人面談は、子どもや教育について語り合う貴重な機会です。教師は何より
も誠意をもって接することが大切です。
■個人面談では、教師から話すだけでなく、保護者の意向や願いも積極的に聞くようにします。
担任だけの判断で回答できないことは、校長や教頭などに報告・相談します。

保護者との個人面談ー配慮したいことー

ねらいと誠意をもって

関連する資料を用意しよう

面談の結果を記録に残す
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　友人の家では茶の間にいつも地図帳を置いてい
ます。テレビのニュースやクイズで出てきた国名
や県名などをすぐに調べられるようにしているそ
うです。今月号から編集の担当者が交代になりま
した。前任者同様よろしくお願いします。（H記）
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　地図帳は、４年に進級したときに給
与され、3年間にわたって活用されま
す。ところが、６年になっても真新し
いままのことが少なくありません。
　地図帳は、地名を調べたり、その位
置を確認したりするために優れた教材
です。統計資料なども掲載されていま
す。社会科授業では、地理に関する学
習だけでなく、歴史学習においても有
効に活用したいものです。
　地図帳は社会科の時間に使うだけで
はありません。理科や音楽の時間に地
名が登場することがあります。他の教
科や道徳、総合的な学習の時間などで
も活用することが求められます。
　地図帳には学習だけでなく、生活の
あらゆる場面で活用できるさまざまな
情報が満載です。生活のなかで地図帳
を「便利帳」として活用する態度や能
力を育てたいものです。
　そのためには、地図帳の構成や索引
の引き方、地図の見方など、地図帳の
効果的な使い方について指導すること
が大切です。地図帳を身近に感じ、親
しみをもって活用できる子どもたちを
育てることが期待されています。

　「話形」―この言葉は、学校でこれ
まで日常的に使われてきましたが、
『広辞苑（第六版）』には登場してき
ません。言語活動や言語力育成が重視
されるようになり、いま「話形指導」
に注目が集まっています。
　話形とは文字のごとく、授業中に話
すときの形のことです。話形指導を進
めている学級には、次のようなことが
書かれた掲示物があります。
「わたしは○○だと思います。その理
由は○○だからです。」
「わたしは、○○さんに質
問します。どうして○○で
すか。」
「△△と□□を比べてみま
した。その違いは○○で
す。」など。

　話の仕方を指導すると、話す内容が
あってもどのように話したらよいかが
わからない子どもにとって、よい手が
かりになります。ここに形を教えるこ
とのメリットがあります。
　しかし、昔から「守破離」と言われ
ているように、型から入って、やがて
それを打ち破り、それから離れて自分
なりの型をつくっていくことが求めら
れます。話し方についても、これと同
じことが言えます。

　学習指導要領は、昭和３３年の改訂
から、それまでの「試案」を改め、告
示されるようになりました。学習指導
要領の法的拘束性の問題は、裁判でも
長く審議されてきましたが、昭和５１
年の最高裁判所が「合理的な基準」で
あると判断し決着しています。
　学習指導要領は学校教育の共通性、
標準性を維持・確保するために、国が
定めてきたものです。これによって、

日本のどの地域の小学校に通っていて
も、子どもたちに一定の基礎学力が保
障されるようになっています。
　学習指導要領はほぼ１０年ごとに改
訂されてきました。平成１０年版の学
習指導要領では、その最低基準性が一
層明確にされました。学習指導要領が
告示されると、それが完全実施される
までに、移行措置のための期間が設定
され、スムーズな移行が行われます。
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